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平成２３年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成２３年１月２８日に公表しました平成２３年３月期（平成 22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日）

の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１. 平成２３年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23 年 3月 31 日） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 33,800 △5,700 △6,500 △5,100 △138 59 

今回修正予想（Ｂ） 33,800 △4,300 △5,000 △4,200 △114 13 

増減額（Ｂ－Ａ） ― 1,400 1,500 900 ― 

増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22年 3月期） 
31,908 1,563 435 124 3 38 

 

 

２. 修正の理由 

(1) 業績 

      売上高は前回見込みどおりであります。 

   営業利益、経常利益につきましては、ポリシリコン岸和田工場の有形固定資産の減価償却方法

として定額法を採用したことなどにより、前回予想を上回る見込みであります。 

 

  (2)ポリシリコン岸和田工場の定額償却法採用 

   本年 1 月より稼動しておりますポリシリコン岸和田工場の有形固定資産（建物除く）の減価償

却方法につきましては、前回までの業績予想では、従来当社が採用しております定率法で織り込

んでおりましたが、当事業年度の決算に当たり下記事情を踏まえ最終的に定額法を採用すること

といたしました。 

当工場が製造する半導体級ポリシリコンの大半については、顧客との間で主要設備の償却期間

に見合う長期売買契約を締結しております。このため、収益に対応する減価償却費についても償

却期間にわたって均等配分する定額法の採用が、より的確に事業実態を反映するものと判断いた

しました。 

なお、チタン製造設備やポリシリコン尼崎工場等のポリシリコン岸和田工場を除く有形固定資

産（建物除く）につきましては、従来どおり定率法を継続いたします。 

                                         以 上 


